
 

 

    

 

2022 年 8 月 16 日  

う る ま 市 

株 式 会 社 り ゅ う せ き 

沖縄トヨタ自動車株式会社 

昭 和 化 学 工 業 株 式 会 社  

 

うるま市、株式会社りゅうせき、沖縄トヨタ自動車株式会社、昭和化学工業株式会社の 

包括連携協定締結について 

 

１．包括連携協定の締結 

うるま市（市⾧：中村 正人）と株式会社りゅうせき（代表取締役社⾧：當銘 春夫、以下、りゅうせき）、沖

縄トヨタ自動車株式会社（代表取締役社⾧：野原 朝昌、以下、沖縄トヨタ自動車）、昭和化学工業株式会社（代

表取締役社⾧：屋嘉比 康則、以下、昭和化学工業）は、本日、「うるま市、りゅうせき、沖縄トヨタ自動車、

昭和化学工業との包括連携に関する協定」を締結いたしました。 

本協定のもと、エネルギー、環境、防災、教育等について緊密に連携・協力することで、うるま市の地域脱

炭素の推進、および持続可能なまちづくりを目指し取り組んでまいります。 

【包括連携協定の連携事項】 

1. 環境負荷の低減に配慮したエネルギーや製品、サービスの導入拡大に関すること 
2. エネルギーの安定供給及び各種サービスの提供を通した、“輝くみらいあるまちづくり”に関すること 
3. 災害に強く持続可能な安心できる社会の実現に関すること 
4. その他本協定の目的に沿うこと 
 

うるま市は、第２次うるま市総合計画後期基本計画の基本目標のひとつに、「自然と調和した快適で暮らしや

すいまちづくり」を掲げており、環境に負荷の少ない循環型社会の形成を推進しております。また、令和４年

３月に策定した第２次うるま市産業振興計画においては、「社会情勢に柔軟かつ的確に対応した実効性の高い産

業振興施策を展開する」と掲げており、「次世代を担う子どもたちが誇れる産業都市 ～サステイナブルビジネ

スシティうるま～」の将来像のもと、市全体の産業振興の実現と豊かな市民生活の実現を図るため、次世代エ

ネルギーの率先的な利活用を念頭に推進しております。 

また、昭和化学工業はうるま市内に立地し、⾧年基礎化学品の製造で沖縄の生活を支えてきましたが、製品

製造時に発生する水素を次世代エネルギーとして活用することを目指しております。 

さらに、沖縄トヨタ自動車は「トヨタ自動車株式会社」が次世代車両として発売する燃料電池車両や水素エ

ンジン車等、環境にやさしい自動車の県内普及を目指しております。 

最後に、りゅうせきはエネルギーの多様化を支え３E+S の要件にあったエネルギー供給を目指し、沖縄県内

へ次世代エネルギーの一つとされる「水素」の安定供給を目指し脱炭素社会実現の取組を加速してまいります。 

※3E+S(Safety＝安全、Energy Security＝安定供給、Economic Efficiency＝経済性、Environment＝環境適合性) 

以 上 

 
＜お問合せ先＞ うるま市役所 経済産業部 産業政策課   TEL 098-923-7611(直通) 

㈱りゅうせき 事業開発部 事業戦略担当 TEL 098-876-1881(直通) 



別紙１ 

 

 

うるま市、株式会社りゅうせき、沖縄トヨタ自動車株式会社、昭和化学工業株式会社の 

包括連携協定による今後の主な取組 

 

 

取組１：中城湾工業地域の脱炭素への協力 

 県内有数の産業集積地である中城湾港新港地区工業団地をベースに、カーボンニュートラル燃料を用い、地域

内で使用される既存燃料を、次世代エネルギーに転換するための検討及び実践に取り組む。 

【関連する連携事項】 

立地企業の需要把握（うるま市）、水素（副生水素）の製造（昭和化学工業㈱） 

水素の供給（㈱りゅうせき）、水素車両、重機等の展開（沖縄トヨタ自動車㈱） 

 

取組２：新たなエネルギー拠点構想の検討への協力 

カーボンニュートラルへの推進が進むなか、市内の石油関連拠点（うるま市平安座）の将来展開や、火力発電

所への次世代エネルギーの燃料供給を見据え、新たなエネルギー拠点形成のあり方、供給方法の検討に取り組む。 

【関連する連携事項】 

 エネルギー拠点構想（うるま市）、水素需要、供給への協力（㈱りゅうせき） 

 

取組３：市内事業者のゼロカーボン化の支援 

市内事業者のゼロカーボン化への取組を支援すべく、社用車（乗用車、トラック、フォークリフト等）の燃料

電池自動車や電気自動車への代替えについて導入しやすい制度・サービス等を支援へ取り組む。 

【関連する連携事項】 

立地企業への紹介、案内（うるま市）、水素（副生水素）の製造（昭和化学工業㈱） 

水素の供給（㈱りゅうせき）、水素車両、重機等の展開（沖縄トヨタ自動車㈱） 

 

取組４：災害に強いエネルギー拠点づくり 

 災害、有事時に必要なエネルギーを、必要な市民へ供給し、なおかつゼロカーボンを達成できる多様なエネル

ギー供給により市民の安全を担保する拠点づくりに取り組む。 

【関連する連携事項】 

防災拠点の整備（うるま市）、水素（副生水素）の製造（昭和化学工業㈱） 

多様なエネルギーの供給、燃料電池等システム供給（㈱りゅうせき） 

 緊急時の電動車を活用した電力供給（沖縄トヨタ自動車㈱） 

 

 

 

 

 

 

 

 



写真：包括連携協定締結式の様子（於：うるま市役所） 

 

沖縄トヨタ自動車：野原社⾧  うるま市：中村市⾧  りゅうせき：當銘社⾧  昭和化学工業：屋嘉比社⾧ 


